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第 27回 仙台市食品安全対策協議会 会議録 

 

開催日時 平成 28年 11月 17日（木）14：00～16：00 

開催場所 仙台市役所本庁舎 2階 第 2委員会室 

名簿 委員 西川正純（会長） 大友恵里子（副会長） 

赤坂和昭 岡崎博 木村洋 鈴木新一郎 髙荷聡子  

間昭成 針生真由美 平間正浩 門田巧 和田達雄 

（欠席委員＝八木橋浩子 山下まり） 

 

事務局 下川保健所長  

相原生活衛生課長 齋藤生活衛生課主幹兼食品衛生係長（司会進行） 

橋本食品監視センター主査 那須食肉衛生検査所長 

櫻井消費生活センター所長 佐藤農業振興課生産振興係長 

難波中央卸売市場業務課長 清水教育局総務企画部参事兼健康教育課長  

兵藤若林区衛生課長 

 

 

発言者等 発言内容 

司会 

＜Ⅰ．開会＞ 

第 27回仙台市食品安全対策協議会を開催いたします。 

 

＜配布資料確認＞ 

 まず資料の確認をさせていただきます。 

何か欠けているものなどありましたら、事務局までお知らせください。なお、

事前に資料を郵送しておりましたが、それ以降、追加、修正した箇所がございま

すので、会議におきましては本日お配りした資料をご参照いただくようにお願い

申し上げます。 

 

＜新任の委員の紹介＞ 

続きまして新任の委員のご紹介でございます。本年度は新たに６名の方が本協

議会の委員にご就任いただいておりますので、ご紹介させていただきます。 

仙台市食品衛生協会専務理事兼事務局長、岡崎博委員でいらっしゃいます。 

 

岡崎委員 
 食品衛生協会の岡崎です。よろしくお願いいたします。 

 

司会 

 続きまして、特定非営利活動法人仙台・みやぎ消費者支援ネット幹事、木村洋

委員でいらっしゃいます。 

 

木村委員 

 消費者団体のセミコスネットから参っております。ご指導のほどよろしくお願

いいたします。 

 

司会 

 続きまして、せんだい食の安全情報アドバイザー、髙荷聡子委員でいらっしゃ

います。 

髙荷委員におかれましては、本市のリスクコミュニケーションの一つであるせ

んだい食の安全サポーター制度に基づきまして、せんだい食の安全情報アドバイ

ザーとして活動いただいており、このたび１年間委員に就任いただくことになり

ました。なお、本協議会の要綱についても、所要の改正を行っております。それ

では一言お願いいたします。 
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髙荷委員 

 食の安全情報アドバイザーの髙荷と申します。よろしくお願い申し上げます。

食の情報をサポーターの皆さんの意見も伝えられたらいいなと思いまして、参加

させていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 

司会 
 続きまして、株式会社藤崎食品統括部部長間昭成委員でいらっしゃいます。 

 

間委員 
 藤崎の間と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 

司会 
 続きまして、仙台市 PTA協議会副会長、針生真由美委員でいらっしゃいます。 

 

針生委員 

 仙台市 PTA協議会副会長をしています、針生と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

司会 
 続きまして、仙台農業協同組合営農部部長、平間正浩委員でいらっしゃいます。 

 

平間委員 

ご紹介いただきました、仙台農協の平間でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

司会 

なお、本日は八木橋浩子委員と山下まり委員がご欠席されておりますので、お

知らせいたします。それでは事務局を代表いたしまして、仙台市保健所長の下川

よりごあいさつを申し上げます。 

 

保健所長 

＜Ⅱ．開会時の挨拶＞ 

 皆様、こんにちは。保健所長の下川でございます。お忙しいところ、皆様本日

の協議会にご参加をいただきまして、大変ありがとうございます。ただいま新し

い委員の方のご紹介がございましたが、引き続き委員をお願いしております委員

の皆様、そして新しく委員に着任していただきました皆様、どうぞよろしくお願

いをいたしたいと思います。 

 今年の食に関する話題といたしましては、国の食品衛生管理の国際標準化に関

する検討会が 3月より開催されまして、HACCPの義務化に向けた検討がされてい

る状況でございます。また牛海綿状脳症 BSE対策につきましても、国で見直しに

向けて検討がされている状況でございます。 

 この内容につきましては、本日の協議会の中でも説明させていただきたいと思

っております。また新聞の報道等でも皆様ご覧になっているかと思いますが、今

年、本市の食中毒事件が 15件発生しておりまして、これにつきましても、また

報告の中で皆様にもご紹介差し上げたいというふうに思っております。 

日々、食品を取り巻く環境は変化しておりますが、本協議会におきましてはさ

まざまなお立場の方にご参加をいただいております。そのお立場からさまざまな

ご意見、情報提供をいただきまして、食の安全性の確保についての対策を仙台市

として推進してまいりたいというふうに考えております。 

本日の協議会の内容でございますが、皆様のお手元の次第にございますよう

に、今年度の取り組みの中間報告とそれから来年度 29年度のアクションプラン

と食品衛生監視指導計画についてお諮りしたいと考えております。また本日の会

議におきまして、専門的見地からのご忌たんのないご意見を賜りたいというふう

にお願いを申し上げまして、簡単ではございますが、挨拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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司会 

＜発言の際の注意＞ 

事務局からのお願いがございます。本協議会は公開で行われ、後日議事録を作

成することとしておりますので、ご発言いただく際は、お手元近くのマイクをお

使いくださいますようお願い申し上げます。 

 

＜議事について＞ 

それでは議事に入りますが、本協議会の要綱第 6条に基づき、西川会長に議長

をお願いして、議事を進めたいと存じます。西川会長より一言ごあいさつをいた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

西川会長 

 皆さん、こんにちは。西川でございます。本日、仙台市の食品安全対策協議会

ということでお集まりいただき、どうもありがとうございます。今回新たに 6名

の方がこの協議会に入られたということで先ほどお話がありましたが、昨今、ま

だまだ食の安全に対する市民の要望が高い中で、いろいろな問題が起きておりま

す。 

 仙台市ではないですが、全国的にも最近では缶詰等でのいろいろな問題がござ

います。ゴキブリやあるいは金属片などが出ておりますので、非常に関心の高い

中で、まだまだ食の安全に対する行政からの指導ということは、これからも続け

ていかなければならない状況です。 

 ただ、そういった中で、今日ご参加いただいています皆さんのお力がないと、

行政だけではなく、市民の目から見た中での食の安全ということは実現できない

と思っておりますので、この協議会の中でご忌たんのない意見をいただきまし

て、仙台市市民の方々の食の安全にご協力できればと思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いをいたします。 

 あと、仙台市の方々には非常に日ごろから行政サイドからご支援いただきまし

て、本当にどうもありがとうございます。その中で本当に今年、食中毒が少し多

いということが非常に懸念されますが、何とか今後そのようなことが引き続き起

こらないように、ご協力いただければと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。では簡単ですが、挨拶とさせていただきます。どうもありがとうござ

います。 

 

司会 

＜議事＞ 

 ありがとうございました。それでは引き続き西川会長、議事進行方よろしくお

願いいたします。 

 

西川会長 

＜署名委員の指定＞ 

まず、議事に入る前に議事録の署名人ということでご指名させていただきたい

のですが、この協議会では議事録を作成し、それから市政情報センターやホーム

ページでの公開を予定しております。議事録の適正な作成のため、委員全員の署

名に代えて、予め署名する委員をご指名させていただく議事録署名委員制度を採

用しておりますので、この会の署名につきまして、副会長の大友様にお願いした

いのですが、よろしいでしょうか。 

（大友副会長了承） 

どうもありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

西川会長 

＜Ⅲ．議事開始＞ 

【議題（1）「仙台市食品の安全性確保に関する基本方針」に基づく平成 28年度

実施状況について】 

 それでは早速ですが、議事を開始したいと思います。 
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まず議題（１）仙台市食品の安全性確保に関する基本方針に基づく平成 28年

度実施状況から、議事に入りたいと思います。事務局からご説明をお願いいたし

ます。新しい委員の方もいらっしゃいますので、仙台市の食品安全行政の施策の

体系についても含めてご説明をよろしくお願いいたします。 

 

生活衛生課長 

 事務局生活衛生課の相原と申します。よろしくお願い申し上げます。 

それでは資料 1の仙台市の食品安全行政の施策体系に基づき、説明を申し上げ

ます。 

 本市における食品の安全を確保するための施策体制でございますが、平成 10

年に牛海綿状脳症、いわゆる BSEや食品の偽装など食の安全を揺るがす数々の事

案が頻発したというところを受けまして、平成 10年にこの食品安全基本法が制

定されたところでございます。そしてこの中で、地方公共団体が食品の安全性確

保の施策を策定実施する責務を有するということになりました。 

 これを受けまして、宮城県としてはみやぎ食の安全安心推進条例、そして仙台

市でございますが、本協議会で 2年をかけて意見交換を踏まえた上で、仙台市食

品の安全性確保に関する基本方針を策定いたしまして、行政の責務、そして生

産・食品等事業者の責務、そして消費者の役割、それぞれの役割や責務の中で相

互に連携して対策を講ずることとしたところでございます。 

 これを受けまして、本市は大きな組織でございますので、関係各課で、食品の

安全性確保に関わる庁内関係各課が具体的な施策をアクションプランとして毎

年度策定しまして、その進行管理を行うことにより、食品の安全を確保すると、

そういう形でこの施策を進めているところでございます。 

 なお、この食品衛生の部分につきましては食品衛生法で、食品衛生監視指導計

画を毎年度策定することと定められておりますので、食品の安全行政の施策体系

が二通りの形で設けられている、というところでご説明を差し上げたいと思いま

す。 

 

【①平成 28年度アクションプラン実施状況（中間報告）】 

それでは、資料 2に入ります。資料 2は平成 28年度のアクションプランの中

間報告でございます。見開きを開いていただきますと、アクションプランの部分

の基本方針の施策の体系がございますが、6つの大きな見出しからなっておりま

して、さらにそれが 24からなる具体的施策から構成されているところでござい

ます。この項目につきまして、それぞれの担当課が、その年度の目標をアクショ

ンプランとして掲げ、それを確実に実行するといった形でこのアクションプラン

を進めております。 

 文中に薄い項目がございますが、こちらにつきましては食品衛生監視指導計画

で施策を進めているということで、重複しておりますので、薄文字という形にし

ているというところをご理解いただければと思います。 

それでですが、この内容を一つ一つ説明するには時間もかかるところでござま

すが、確実に各構成課が計画に基づいて、アクションプランに沿って進歩してい

るというところは、先週、資料を既に配布させていただいておりますので、ご了

解いただいていると思っております。 

ただし、施設設備の関係部分に計画上の変更点がございましたので、その部分

を報告させていただきます。1ページ目の 1-3-1の中央卸売市場の整備の部分で

ございますが、青果棟の仲卸売場のシャッター改修工事、こちら 28年度中に終

了する予定でございましたが、27年度に前倒しで終了したということが変更点で

ございます。それから 1-3-2の食肉市場の整備でございます。28年度にアクショ

ンプランには無かった、市場棟の取引室の床の補修工事を今年度加えるというこ
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とになりました。この 2つが大きな変更点で、あとは確実に着実に計画どおりに

進めているというところで、説明は大変恐縮でございますが、割愛させていただ

ければと思います。 

 

【②平成 28年度食品衛生監視指導計画実施状況（中間報告）】 

 続きまして、資料 3をご確認ください。資料 3につきましては監視指導計画の

部分でございますが、こちらにつきましても、アクションプランと同様に計画に

基づきまして、着実に進めているところでございますので、説明は割愛させてい

ただければと思います。 

 ただし、5ページのところは、先ほど西川会長からもお話がございましたが、

今年は食中毒が大変多く、既に 15件の食中毒が発生しているところでございま

す。昨年の同時期が 6件でございましたので、実に 2.5倍も発生しているという

状況でございまして、食の安全を確保するためには緊急の再発防止策が求められ

ますので、この件につきましては、Ⅳ報告事項で説明したいと考えております。

以上でございます。 

 

西川会長 

 ありがとうございます。それでは、ただいまご報告がありましたが、平成 28

年度のアクションプランの実施状況、それから平成 28年度の食品衛生監視指導

計画の中間報告、この 2点につきまして何か皆さんからご質問等ございましたら、

ぜひご意見いただきたいと思います。いかがでしょうか。 

既に資料等は、お手元には郵送されていたと思いますが、もし気になる点があ

りましたら、ぜひともこの機会にご質問いただければと思いますが、いかがでし

ょう。 

 

大友副会長 

大友です。HACCPのことで資料 3の 1ページのところですが、前回の協議会の

ときに相原課長から、G7 のサミットが HACCPを推進するのに千載一遇のチャン

スとおっしゃっていたと思います。ここを見ますと新規評価が０施設となってお

り、ホームページを見ても、平成 28年は再評価が 5件だけということです。千

載一遇のチャンスで何か変わったこと、何か良かったことがありましたら、ぜひ

教えていただきたいと思います。 

 

生活衛生課長 

確かに G7が国際的に注目され、秋保地区において今年の 5月に開催されたと

いうことで、旅館組合と共同で手洗いチェッカー等の説明会をしたり、何度も繰

り返し、講習会をしたり、現場に立ち入りしております。その際に仙台 HACCPに

ついても是非という声がけはしておりまして、今進行中で、いくつかの旅館で是

非仙台 HACCPに参加したいと、そういったところがありますが、どうしても準備

といいますかハード部分の修繕などがあり、すぐにはというところがございま

す。 

それから今年度中に旅館とは違いますが、新規の施設も今現在評価に向けて、

手続き中の施設が何件かございますので、現時点において確かに施設数は増えて

おりませんが、次回までには何件か増えたところはご報告できるかと思いますの

で、よろしくお願いできればと思います。 

 

西川会長 
 はい、ありがとうございます。 

そのほか何か、どうぞ。 

木村委員 

 木村でございますが、1-4-3、3ページです。老人福祉施設、障害福祉施設など

の給食の安全性確保、この項目の 4ページ目、利用者のアレルギー疾患等の把握

による管理状況という項目があります。私ども消費者活動していますと、アレル
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ギー対策というのはどちらかと申しますと、幼い子ども、乳幼児とかいわゆる年

齢層の低い方々が特に注意、配慮が必要だということになると思います。 

 その観点からいくと、学校給食、保育施設の給食の安全性確保、これに逆に載

っていないということは、あまり心配事項として今問題が無いのかなというふう

に判断させていただいてよろしいでしょうか。 

 

参事兼健康教

育課長 

教育委員会健康教育課の清水と申します。ただいま児童生徒の食物アレルギー

に関する記載のご質問があったと存じます。確かに今学校給食の中で、食物アレ

ルギーに対応すべく、さまざまなことを行っておるところでございます。場合に

よっては生命に関わる、大変重要な取り組みという認識はしてございます。 

 こちらの 2ページの 1-4-1、学校給食の安全性確保という項目の中に含まれる

べきとは存じますが、今冒頭申し上げましたとおり、アレルギーは重要ではない

ということで掲載していないものではなく、隠れてしまっているという状況でご

ざいます。大変失礼いたしました。 

今現状といたしましては、約 8万人の小学生・中学生のすべての児童生徒の数

のうち、食物アレルギーを有する児童生徒がおよそ 4千人を超える状況になって

ございますので、そのうちの約半数ぐらいが学校給食による、さまざまな対応を

しているという現況でございます。 

 

西川会長 
木村様、よろしいでしょうか。 

木村委員 

次のいわゆる認可保育所とか保育施設の安全性確保、この分野にはアレルギー

の指導というのは別になされていないのですか。 

 

生活衛生課長 

今日は保育関係の運営支援課は出席していませんが、今健康教育課からも報告

ございましたとおり、アレルギーに関して、決して対策を講じていないわけでは

ないのですが、見えないような形で、数字が上がっているというところで、ご理

解をいただいて、今後そういった数字を出していくかどうかも検討させていただ

ければと思います。よろしくお願い申し上げます。 

 

木村委員. 
はい、承知しました。お世話様でした。 

西川会長 

ありがとうございます。 

そのほか何か皆さんからご意見ございませんでしょうか。せっかくの機会です

ので、どんどんご発言いただいて結構ですので、ぜひご意見いただければと思い

ます。 

 

赤坂委員 

赤坂です。昨年の 4月から食品表示法が新しく施行されて 1年半経っていると

ころですが、こういったところの相談というのが 9ページにあるかと思います。

食品表示法に基づく表示の指導ということです。そういった実際の問い合わせと

いうのはどの程度あるのかというところを、お聞かせいただければと思います。 

 

消費生活セン

ター所長 

市民局の消費生活センターの櫻井です。今のご質問の中で、資料の 9ページに

も食品表示に基づく表示の指導ということで、食品の品質表示につきましては、

センターが対応しております。食品表示に関するパンフレットをお配りしており

ますが、予想したほど問い合わせ等は多くなかった実情にございます。 

 今回お配りした資料等、パンフレットにつきましては各区の衛生課にも配置は

しているところですが、当センターへの直接的なお問合せ等については、件数に
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ついて、今時点で把握はしておりませんが、当初予想していたよりは少なかった

というのが感想でございます。以上でございます。 

 

西川会長 

よろしいでしょうか。 

それでは、そのほか何かございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは平成 28年度のアクションプラン実施状況、それから食品衛生監視指

導計画の実施状況についてご紹介いただきましたが、ご質問がないということで

お認めいただくような形でよろしいでしょうか。 

はい、どうもありがとうございます。 

 

西川会長 

【議題（２）「仙台市食品の安全性確保に関する基本方針」に基づく平成 29年度

計画について】 

【①平成 29年度アクションプラン（案）について】 

 それでは続きまして、（２）になりますが、仙台市食品安全性確保に関する基

本方針に基づく平成 29年度計画で、①29年度アクションプランについて説明を

よろしくお願いいたします。 

 

生活衛生課長 

 それでは、資料 4の平成 29年度のアクションプランに基づきまして、変更点

をピックアップした形で説明申し上げます。こちらの資料につきましては、食品

衛生監視指導計画の部分は網かけにしておりますので、②で説明を申し上げま

す。 

 それでは 1メージ目、まずハード面の部分でございますが、1-3-1、中央卸売

市場の整備につきましては、先ほど申し上げましたとおり、青果棟の仲卸売場の

シャッター改修工事が 27年度に終了したということで、29年度からは削除とい

う形を取らさせていただければと思います。続きまして、製氷設備・Ｆ級冷蔵庫、

これはフローズン冷蔵庫、マイナス 20度以下の冷蔵庫でございます。こちらの

改築工事、当初は 30年度までかける予定だったところを 29年度中には終了する

ということで、修正したところでございます。 

続きまして、1-3-2の食肉市場の整備の 3つ目の部分でございます。旧洗函室

という食肉を解体する際に使うマット等を洗う部屋、解体した頭を収納しておく

旧頭冷蔵庫、焼却炉、これらの解体工事が 28年度中に終了するということで、

29年度のアクションプランからは削除したところでございます。 

 それから続きまして、1-4-2の保育施設の給食の安全性確保と 1-4-3の老人福

祉施設・障害福祉施設等の給食の安全性確保の部分でございます。こちらにつき

ましては、法の所要の整備により、新たな分類による施設、例えば保育施設です

と幼保連携型認定こども園などですが、新しい分類の施設ができたというところ

でございまして、そこも含めて安全性を確保するという書きぶりに修正させてい

ただいたところでございます。 

 続きまして、3-1-4東京電力の福島第一原子力発電所事故に伴う、食品中の放

射性物質の検査でございます。もちろん検査は続けてまいりますが、担当課の所

管替え、組織名称の変更がいくつかございまして、例えば 5段落目ですと、市内

の生産農産物の検査、これまで農業振興課という部署がやっていたところを農林

土木課に変わったなど、そういった所要の変更をさせていただいたところでござ

います。 

 それから、15ページに 4-5-2消費者と生産者等との相互交流というところで、

地場農産物の理解促進のため、収穫祭り等さまざまな事業を開催しております

が、こちらも所管替えがございまして、農業振興課から農政企画課に変わったと

いうところで、こちらも修正したところでございます。 
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 なお、こちらの変更につきましては。今年度から変更になったということで、

28年度のアクションプランで先ほどふれませんでしたが、そちらも遡って修正し

たというところを加えて報告したいと思います。 

以上、大きな変更点は 28年度から無い形で、ハードの部分の工事の進捗状況

の変更と、所管替えとか組織の名称の変更、あとは今年度どおりの形で来年度も

進めていくということでございます。以上でございます。 

 

西川会長 

 はい、ありがとうございます。それではただいまご紹介ありましたが、平成 29

年度のアクションプランの案について、委員の方々からご意見をお願いしたいと

思います。いかがでしょう。 

 

赤坂委員 

先ほど木村委員から出ましたアレルギーに関して、例えば小学校、保育所、そ

ういったところで、ご検討されて、ここに入れる可能性があるという理解でよろ

しいでしょうか。 

 

生活衛生課長 

 はい、そういう形で入れる方向で、内部で検討して次回までにお諮りしたいと

思います。 

 

西川会長 
 よろしいですか。そのほかございませんでしょうか。 

 

木村委員 

 18ページの5-3-2の項目ですが、いわゆる食品の表示に関する相談というのが、

食品表示一般のことですが、いわゆる食品表示は去年一元化されて修正されまし

たが、残念ながらこれでまだ終わっていないと思います。 

結局、TPPなり、FTAなりの対外的な関係で食品表示は何か変容していかざる

を得ない。そうなると表示が決められていても、現状の市場に出回っている表示

を見ますと、JAS規格を優先して表示しているものと、あと最近の栄養表示なん

かも含めた、本当に去年から表示されているものと、現実には 2つの表示が流通

していると思います。 

私がお話ししたいのは、例えば国産の表示の問題なんかもまだ定まっていない

わけで、このように先がはっきり定まっていない中で、表示をご指導していくと

いうのは非常に難しいことではないかというふうに思っています。例えば、去年

採用されました栄養食品表示、これなんか実際運用していくとなると難しいこと

だと思います。 

そういった私たち消費者が受けるべき安全安心の表示というものを考えた場

合、消費者が見た場合、逆に業者さんがその表示を実際決めつけていくのにこれ

でいこうというふうなことで決めつけられるのが中小企業だと非常に難しいこ

とではないかと思います。今の状況ですと。 

 この辺のご指導のご苦労というのでしょうか。いわゆる実際、表示が定められ

ても、それに沿って業者をご指導していくのは、難しいことではないかと思いま

す。 

実際運用されて、まだ 1年そこそこしか経っていないですが、その辺のご苦労、

先行き、どのように推移していくのかという、いわゆる思惑があると思うのです

が、その辺をお話しいただければと思います。 

 

生活衛生課長 

 食品表示法につきましては、監視指導計画でふれる予定でございますが、ご存

じのとおり、昨年の 4月 1日に食品表示法が改正になりました。さまざまな衛生

に関する事項と品質に関する事項と、あと保健に関する事項の法律３つを合わせ

たものでございまして、さまざまなハードルを設けるということで、完全施行が
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平成 32年の 4月 1日ということでございまして、今回消費生活センターと私ど

も保健所でつくったパンフレットは、先月の 10月 1日から生鮮食品についての

表示は完全施行になったということで、事業者及び消費者の方々に広く知らしめ

るために、何とか間に合わせてつくったものでございます。 

 確かにこれからの加工食品の輸入か国産かの問題、栄養表示の部分、カロリー

表示の部分、あと平成 32年 4月 1日に向けて、今、国でも検討会なりで様々な

議論を進めているというのは報道でも時折、特集が組まれているような状況でご

ざいます。実際にそこをどうしていくかというのは、さまざまな議論があります

もので、食品はご存じのとおり、常に原料が同じところから供給されるわけでは

ありませんので、どうしても閑散期等があり、輸入の場合や国産の場合、日本の

場合も大変国土が広いので季節によってさまざまな地域から、仙台市内も同じで

ございますが、流通しておりますので、それを実際に現実問題として、表示で締

めつけることが可能なのかという、そういった基本的な部分の議論がございま

す。今、私ども地方行政の方では、そこら辺までの情報が、まだ確たるものが入

って来ないというのが現状でございます。  

 やはり業界からそういった、その表示をどうするのかという、そういう相談等

が私どもにも来ますもので、消費者庁に相談しますと消費者庁ですべて答えます

ということでございますので、私どもが答えられないところは今のところ、消費

者庁にすべてお回ししているというのが現状でございます。 

 但し、消費者庁は職員数が 400名しかいないもので、実際この表示をどういう

形で進めていくかというところは、今後 4年近くをかけて、協議をして、いろい

ろな意見を踏まえて決まっていくものであろうと、いまのところの時点ではそう

いう情報でございます。  

 

木村委員 
 ありがとうございました。 

 

西川会長 

 ありがとうございます。 

まだまだ食品表示については現在国でもいろいろな意見があって、なかなかま

とまりきらないということもよく出てまいりますので、もう少し時間かけて見守

っていく必要があるかと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それではアクションプランについて他にご意見よろしいでしょうか。 

 

髙荷委員 

 食の安全情報アドバイザーの髙荷です。資料の 13ページの相互理解のための

リスクコミュニケーションの推進というところです。私、食の安全サポーターを

1年、それからアドバイザーを申し込みまして、今 2年目ということで、3年間

この食の安全サポーター会議に参加させていただいております。 

 このサポーターの中で、アドバイザーも続けてやりたいという方が非常に多い

のですが、実際アドバイザーは全部で 10名という枠で、狭き門ということにな

っています。私が初めてサポーターになったときから、毎回メンバー変りますが、

皆さん共通して「学んでいろいろなことがわかってきて、それからどうしようか」

「口コミで自分たちのお友達や町内会で集まったときにちょっと話しするくら

いでいいのかしら」とおっしゃられています。 

 それで 1年間基本的なことを食品安全について、行政のさまざまな施策ですと

か、知らなかった添加物とかそういったことを学んで、それからサポーターの活

動を次に続けてつなげていきたいというときの受け皿というか、機会がない。特

にそれは、ちょっと言葉が適切かどうかわからないですが、お仕事退職されて、

このサポーター会議というのに参加された方は、そのサポーター会議を通じて、

次に自分たちが社会貢献したいということを強く思っていらっしゃる方が多く
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て、どうにかならないでしょうかということを、私、去年と今年とアドバイザー

だったものですから、言われて、ちょっと答えに窮していました。 

 このせんだい食の安全サポーター会議というもののあり方について、恐らく予

算とか人員の関係もあるので、回数を多くとか、人数を増やすというのは難しい

のかもしれないのですが、サポーター会議が終わってから、その後、例えば市民

活動的な形でＯＢ会なり、何か NPO的な形で続けられるような枠組みがあったほ

うがよいのではないかなということを思いまして、私自身もちょっとこれから 3

年間学んだことを今後どういうふうに発展させていったらいいのか、今いろいろ

考えているところです。 

 ちょっと話が散漫になってしまったのですが、食に関する知見を得たいという

市民の皆様からの要望は非常に高く、もっともっと自分たちが知りたい、学びた

いという希望も高いので、そのためには予算もぜひ使ってもらいたいというこ

と、使ってもらいたいというか、仙台市の予算限られている、限られているとい

うけど、市民のためのことなので、ぜひ使って、そっちに予算を多く割り振って

もらいたいという声も聞いておりましたので、このリスクコミュニケーションの

推進というところで、もっと市民に間口を広げるというか、そんな機会を広げて

いただきたいと思います。 

 

生活衛生課長 

 貴重なご提言どうもありがとうございます。私どもとしましても、この食の安

全サポーター、そしてアドバイザーになられた方々は、正しい食の安全に対する

知識をお持ちの方だと思っております。 

それで任期中につきましては、ファシリテーターとして、私ども行政がやって

いる講習会等にも随行していただいて、正しい情報を提供していただく等の活動

等もしていただいておりますし、あとは髙荷委員からお話がありましたとおり、

卒業してそれでそれっきりというのはどうかという、そういうこともありまし

て、今回、この協議会にも是非アドバイザーの方も入れて、正しい知識を学んだ

方が市民の代表として、この協議会に参加していただく、そういう枠組みは、今

回つくったつもりでございまして、今後ともさまざまな、講習会や講演会等も企

画はしておりますので、その際にご卒業された方々にご案内をして、ご参加いた

だいたり、他のいろいろな講座とか、セミナーとか、さまざまな部分でお声がけ

をして、役割を果たしていただくと、そういったこともなかなか予算という大き

な部分はあるところでございますが、前向きに検討してまいりたいと思っており

ます。 

 

西川会長 

 よろしいですか。今、髙荷委員のおっしゃったことは確かにそのとおりだと思

いますので、何かしら費用をかけない中でも、ＯＢ・ＯＧではないですが、そう

いう形で、あるいは名誉的なものでもよろしいのですが、そういう形で活動を続

けていただいて、是非とも市民の方々にもっと周知をしていただくような形に持

っていければと思いますので、行政サイドも是非ともそういった形の何かできれ

ばということでお願いしたいと思います。 

その他ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

西川会長 

【②平成 29年度食品衛生監視指導計画（案）について】 

続きまして、食品衛生監視指導計画案についてご説明をお願いします。 

 

生活衛生課長 

 それでは、資料 5-1、平成 29年度仙台市食品衛生監視指導計画、そして資料

5-2に概要版をつけてございますので、資料の 5-1と 5-2を両方使いながら、主

だった箇所についてのみご説明させていただければと思います。 
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まず、資料 5-1、2ページでございます。まず前文を毎年度つくっているとこ

ろでございますが、毎回今年度の話題を盛り込むこととしております。今現在、

神奈川県を中心に、全国で広域的に同時多発しておりますジューシーメンチカツ

での O157事件等、そういったさまざまなトピックスをこれから加えていければ

と思っております。 

 続きまして、3ページです。こちらが本市の監視指導計画の中心中核となる重

点事業の部分でございます。資料 5-2の概要版では 1と 2と 3でございます。ま

ず、最初の HACCPの手法を用いた自主衛生管理の推進についてでございます。見

え消ししております、管理運営基準改正、いわゆる条例 HACCPにつきましては、

これまでこの協議会でもさまざまなご協議をいただきまして、条例を改正したと

ころでございますが、29年度にはもう 2年を経過するということで、周知期間は

終了したものとして削除することといたしました。 

 また先ほど西川会長からもお話ありましたとおり、国際的に広く認められた

HACCPを用いた衛生管理につきまして、我が国におきましても 2020年の東京オリ

ンピック開催を見据えて、2018年までには義務化するということを、国は明らか

にしているところでございます。また、本年 3月に先ほどもお話ございましたが、

国において国際標準化に関する検討会を設置して、年内に取りまとめが行われる

ということになっております。 

 その中間報告につきまして、資料も参考資料としてつけてございます。参考資 

料の 1でございます。これが一昨日、11月 15日にパブリックコメントが終了し 

たところでございますので、後ほどご確認いただければと思います。最終的には 

12月に取りまとめて提出するということになっております。 

 このような国の動きを取り入れて、速度感を持って HACCPの普及推進を図るた

め、食品等事業者への適切な助言を行いますと、修正を加えたところでございま

す。なお、4ページ下の（２）に、具体的に記載をしたところでございます。こ

の中で地域連携 HACCP実証事業という記載がございます。これは前回の協議会で

はお話しできなかったところでございますが、国が HACCPの導入支援のため、実

証を行う目的で進めている事業ということで、本年度、本市も参加したところで

ございます。こちらにつきましては、報告事項の 5で詳しく説明していきたいと

思います。 

 続きまして、食肉及び内臓の生食や加熱不足による食中毒防止対策の強化につ

いてでございます。平成 25年～27年にかけてに牛の肝臓や豚肉と豚の内臓につ

いては、生食禁止ということになったところでございます。最近の食中毒の傾向

として、これから説明申し上げますが、鶏のささ身を湯引きした鶏わさと称する、

ほとんど生の鶏肉や牛レバーをバーナーで少しあぶっただけの牛レバーあぶり

刺し、そういった新たなカテゴリーの加熱不十分な食べ物が原因で食中毒が続い

ているということから、生食の禁止だけではなく、加熱不十分な肉も提供しない

ように、事業者を指導するとともに、市民にも一定のニーズがあるために提供し

ているといったところもございますので、市民に対して加熱不十分な肉は食べな

いよう、注意喚起を進めてまいりたいということでございます。 

 続きまして、3つ目のノロウイルスによる食中毒防止対策の徹底についてでご

ざいます。こちらにつきましては、食の情報館の 25ページ下に食中毒事件の発

生状況のグラフを掲載してございます。毎年度、食中毒の原因物質のほぼ 1位を

占めている、そういう食中毒であるということは、もう皆さんも十分ご存じのこ

とと思います。ノロウイルス自体が感染した人の糞便を介して広がる糞口感染

症、あとは空気感染ともいわれておりまして、冬場に爆発的に流行するウイルス

でございますので、公衆衛生上も喫緊の課題でございます。 

 今日のテレビでもいってございましたが、今年のノロウイルスの流行は大変早
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く、既に仙台市内において、保育所とか小学校で 16件の集団感染が報告されて

いるところでございまして、国の感染研の報告によりますと、最近 10年間で 2

番目に早い立ち上がりの流行ではないかということで、今後、感染者がたくさん

増えて、食品を介在して、食中毒になる可能性が極めて高いことを大変危惧して

いるところでございます。 

 そこでノロウイルス対策でございますが、基本は十分に加熱することというこ

とと、二次汚染を防ぐことでございます。もうひとつ最大の課題が、症状が表に

現れない不顕性感染者という、健康に見えますが、糞便からはノロウイルスが検

出される、そういった方が、様々な推測データによると、年間数百万人にも及ぶ

ということです。そういった方が調理に従事したり、お客様としてトイレを利用

したりすると、施設全体が汚染されて、食品を介して中毒になってしまうという

ことが大きな課題でございます。 

 それで参考資料 2のパワーポイント下段でございますが、ノロウイルス対策と

しては、持ち込まない、拡げない、加熱する、つけない、この 4つのサイクルの

中で対策をしていけば予防できるとなっておりますが、一番下の部分の不顕性感

染者を前提とした対策、従事者自らが不顕性感染者である可能性を自覚した行動

が重要であるということで、冬場は誰もがノロに感染していると。そういう意識

で手洗いをするなり、トイレを使うなり、調理に従事する際にはしっかりと洗浄

するなり、食品は加熱するなり、そういった対策を講じていきましょうというこ

とで、不顕性感染者がいることを前提とした手洗い等による食中毒防止対策とは

っきりと打ち出すようにしたというところが今回の修正点でございます。 

 特に前回、G7関係で手洗いチェッカーを導入しまして、秋保地区のホテルに配

備をして、手洗いの徹底を図ったところ、従事者の方々も意識が高まったことも

ありまして、せっかく導入した器具でございますので、それをフルに使って、ノ

ロウイルス対策を進めていければと思ってございます。 

 続きまして、概要では 8番、本文では 6ページです。アイウエのエですが、食

品表示法の周知徹底ということでございます。先ほど説明を申し上げたところで

ございますが、参考資料 3です。先ほど木村委員からもご指摘ございましたが、

タイムスケジュールが決まってございまして、27年 4月 1日に施行はしましたが、

生鮮食品については今年の 10月 1日に 1年 6カ月の経過措置後に完全施行と、

そして加工食品と添加物については、5年後ということで、32年 4月 1日、その

際の栄養表示関係、それも合わせて 32年 4月 1日に完全施行になると、そうい

うことでございます。 

スムーズに移行するように市側としましては、事業者及び市民に周知のための

リーフレット、これは啓発資料としてつけてございますが、2種類に分けてござ

いまして、「食品表示ガイド」が品質に関する事項の部分を中心にした食品表示

ガイド、そして「新食品表示ガイド」が衛生に関する事項と保健に関する事項を

まとめたリーフレットでございます。こういったものを市民の目にふれるとこ

ろ、そして事業者からの相談があった場合には、これを活用していくということ

でございます。 

 なお、参考までに新食品表示ガイドの裏面に食品表示に関する相談窓口、先ほ

ど質問がございましたが、窓口として関係部署をお知らせしているところでござ

います。消費者庁に確認しましたところ、食品表示法全般の内容については、消

費者庁食品表示企画課がすべて受け止めますということでございますので、何か

疑問等がございましたら、まずは消費者庁にご相談をいただくという形を、私ど

もとしては進めてまいりたいと思ってございます。 

続きまして、資料 5-2では 10で、本文では 7ページでございます。オの部分

の平成 29年度開催予定の大規模イベント食品衛生確保対策でございます。平成
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29年度開催予定のイベントがたくさん目白押しでございまして、ここにも書いて

ございますとおり、27年ぶりの開催で、延べ７万人の方々が市内に来場される平

成 29年度全国高等学校総合体育大会、いわゆるインターハイがございます。 

 それから第 41回全国高等学校総合文化祭、これは総文祭、文化部のインター

ハイと呼ばれているもので、宮城県では初めての開催になるということで、8月

の仙台七夕の前日までに 12万 6千人の関係者が来場されると。 

 それからパンフレットを配布してございますが、第 11回全国和牛能力共進会、

これは 5年に一度開催する、牛の品評会でございます。通称、牛リンピックと呼

ばれるものでございまして、大変賑わうイベントでございます。予定としまして

は、39万人の方が夢メッセを会場として、5日間お集まりになるということで、

多数の来場者が来られるのではないかと。 

あとはもう一つ、世界防災フォーラムですが、毎年度、仙台市でこういう国際

会議を開催しておりますが、来年度も続けていくということです。 

たくさんのイベントがございますので、先ほどから申しております手洗いチェ

ッカー等を使ったりし、事故のないように、万全の態勢で進めていきたいと思っ

ております。 

 続きまして、資料 5-2では 11番、本文では 9ページ③をご確認いただければ

と思います。露店等仮設店舗における監視指導でございます。近年、まち興し、

復興のためと称してイベントや催事がたくさんございまして、例えば青葉区内で

すと年間１千件くらいの仮設店舗の出店があるということで、この対策が急務と

いうことでございます。実は先月、泉区内の町内会の芋煮会で食中毒事件が発生

いたしまして、昨年も宮城野区で流しそうめんの地域行事で、食中毒が発生した

ということもございますので、こういった仮設店舗に対する指導、これまでも仙

台七夕やどんと祭などは、職員がパトロールをしたり、事前の実行委員会で説明

会を開催したり、しっかりとした対応は行ってきました。今後、特に生に近いよ

うな食品の提供というのは、非常に事故に結びつきやすいことから提供食品の指

導、あとは検便をしっかり受けていただくとか、手洗いをしっかりやっていただ

くとか、そういった対策を強化していきたいと思っております。 

続きまして、資料 5-2では 12、本文では 11ページですが、BSE、牛海綿状脳症

のスクリーニング検査でございます。こちらにつきましては、今現在見直しが進

められておりまして、これまでの順番を下げた形で変更することといたしまし

た。こちらの見直しにつきましては、報告事項 4で説明申し上げます。以上が主

な変更点でございます。 

 

西川会長 

ありがとうございます。ただいま、食品衛生監視指導計画の案について、資料

の 5-1と 5-2でご紹介いただきましたが、皆さんから何かご意見あればぜひ、い

かがでしょう。かなり幅広い計画ですので、ご覧いただいて、ご意見をぜひとも。 

 

髙荷委員 

 仙台 HACCPというか、HACCPの手法を用いた自主衛生管理の推進についてです

が、食の安全サポーター会議でも特にこの仙台 HACCPをもっと推進、もっと導入

するところを増やしてほしいという声が非常に多くありまして、特に学校給食の

給食センターには全て入れてもらいたいという声が、私が参加して３年間、必ず

誰かしら挙げておりまして、あと老健もできれば入れてほしいという声がありま

す。 

 この場でお話をするのは適切かどうかわからないですが、やはり市民の皆さ

ん、サポーターの声としては、お金、仙台市の税金予算というものの中で、限ら

れているといっても、これはとても大事なことだから、ぜひぜひ予算を割いても

らえるようにしてもらいたい。この仙台 HACCPをまず子どもたちの食の安全の保
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障に使ってもらいたい、それから高齢者の皆さんの安全にも使っていただきた

い。それから星が１つあったとしても、その星１つのマークがあるお弁当や食品

があれば買うということを皆さん、口々におっしゃっていますので、周知はもう

終了したということになっているかもしれませんが、引き続き、是非どんどん広

めていただければなと思います。 

 

生活衛生課長 

 先ほどの食の情報館のリーフレットの 2ページでございますが、こちらに今、

仙台 HACCPの評価施設一覧があるところでございます。この中では今髙荷委員か

らお話ありました学校給食センターは、野村の学校給食センターに参加いただい

ておりまして、評価をさせていただいているところでございます。 

 報告事項 5で説明する予定でございますが、地域連携 HACCP実証事業の施設と

して、高砂給食センターに 6回にわたり、行政と専門のコンサルタント等が入っ

て、HACCPについての着眼点とか手法について、今さまざまな検討を進めている

ところでございます。 

 それで説明を失念してしまいましたが、本文の 12ページに、来年度の検査計

画を掲載させていただいているところでございますが、これまで 3,250検体ほど

の検査を進めてきたところでございます。それで HACCPの考え方というのが、工

程、工程でチェックをすることによって、最終食品は安全であるということで、

最終食品の検査というよりは、工程の管理が適切かどうか、そういったところに

少し着眼点を置いて、この検査を進めたほうが良いということで、ATP検査を 300

件と設けてございます。工程検査を来年度から検査をすることによって、HACCP

や仙台 HACCPへの参加施設を増やしていこうと、そういう目論見でこの検査計画

も大きく HACCPにちょっとシフトしていければということで、今回大きく変えた

ところでございます。ただ、輸入食品等どうしても不安だという声はございます

ので、そういったところはほとんど変えていないところでございます。以上でご

ざいます。 

 

西川会長 

 よろしいですか。 

今ご紹介ありましたが、地域連携 HACCPの実証事業も今進めているということ

ですので、学校給食でそういう形で今、検証していますので、それが普及するこ

とになれば、髙荷委員のお話のとおりになると思いますので、しばらくちょっと

見守っていただければと思います。そのほか何かご意見ございませんでしょう

か。いかがでしょう。 

 

大友副会長 

 質問ですが、この食の情報館もなかなか手に入らないですが、こちらの食品表

示ガイドの方は、ちゃんと市役所のところに置いているものでしょうか。やはり

何か言わないといただけないのでしょうか。 

 

生活衛生課長 

 各区役所の窓口等に 4,000部ほどつくって配布しております。 

もっと市民に目立つところにということでございましたら、今後考えていきた

いと思います。個別に必要ということでございましたら、言っていただければ、

そういった団体にも送るような、そういう手続きは取らせていただきたいと思い

ます。これをつくるのに１年ぐらいかかりまして、本当に大変な手探りの中、つ

くりましたので、ぜひご活用いただければ、大変ありがたいと思います。 

 

西川会長 

はい、よろしいですか。 

そのほか何かご意見ございませんでしょうか。いかがでしょう。 
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髙荷委員 

資料の 9ページの露店等仮設店舗における監視指導というところですが、これ

は提案というか、私たち食の安全サポーターがこういうウェットティッシュのデ

ザインを毎年考えていますが、特に来年度は、先ほどおっしゃったように、イン

ターハイですとか、たくさんのイベントがあるということでしたので、これの１

回使い切りのをたくさん作って、そういった場で配布するという形で、ウェット

ティッシュで手を拭いてから食べてくださいというような形で、食品衛生につい

てのリスクコミュニケーションをしていってはいかがでしょうかということを、

ご提案させていただきます。 

 

生活衛生課長 

ご意見ありがとうございます。何とかそういう形でできればと思ってございま

すので、さまざまな形で手洗いの徹底を習慣づけしていかないと、事故を防ぐこ

とは難しいかと思いますので、今のご提案を踏まえて検討してまいりたいと思い

ます。ありがとうございます。 

 

西川会長 

 ありがとうございます。そのほかございませんでしょうか。それではよろしい

ようですので、仙台市食品の安全性確保に関する基本方針、アクションプランと

それから食品衛生監視指導計画案につきまして、一応この形でお認めいただくと

いう形でよろしいでしょうか。 

それでは事務局で、今回の意見を踏まえまして、平成 29 年度のこの案につき

まして、意見聴取の手続きに入っていただければと思いますので、よろしくお願

いいたします。それでは今後のスケジュール等についてご紹介いただいてもよろ

しいでしょうか。 

 

保健所長 

＜今後のスケジュール＞ 

それでは今後のスケジュールでございますが、12月にただいま、ご意見いただ

きました平成 29年度仙台市食品衛生監視指導計画案を、仙台市のホームページ、

それから各区窓口等で公開をいたしまして、意見を募集いたします。意見聴取の

結果を踏まえまして、2月上旬に 2回目の協議会を開催させていただきまして、

最終案をお諮りさせていただきたいと思っております。 

 アクションプランと食品監視指導計画について決定した後に、3月中に公表と

いうスケジュールで進めてまいりたいと思います。また食品監視指導計画につき

ましては、厚生労働省と消費者庁へ報告という手続きになっております。以上で

ございます。 

 

西川会長 

ただいま事務局から今後のスケジュール等のご紹介ありましたが、皆さんから

ご意見いかがでしょう。よろしいでしょうか。 

それでは今ご紹介いただいたスケジュールに従って行うということでお願い

をいたします。 

 

西川会長 

＜Ⅳ．報告事項＞ 

【（１）仙台市食品の安全性確保に関する基本方針の改訂について】 

以上で本日の議題については終了いたしますが、続きまして、報告事項に移り

たいと思います。まず、報告事項の 1つ目になりますが、仙台市食品の安全性確

保に関する基本方針の改訂について、報告をお願いいたします。 

 

生活衛生課長 

それでは報告資料 1の仙台市食品の安全性確保に関する基本方針の改訂につき

まして説明申し上げます。先ほど議題（２）のアクションプラン案でも説明しま

したとおり、今年度より放射性物質の検査等、所管替えや組織の名称変更があり



 16 

ましたので、その部分についてのみ修正したところでございます。本文自体は変

更していないということで、事前に西川会長にもお諮りした上で修正をしたとこ

ろでございます。以上でございます。 

 

西川会長 

 ただいまご紹介ありましたが、報告資料 1の件ですが、部署等の担当が変わっ

たということが基本で、それについて修正したということですが、皆さんからご

意見ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

西川会長 

【（２）平成 28年 1月～9月に発生した食中毒事件について】 

続きまして、報告事項の 2 番目になりますが、平成 28 年 1 月から 9 月までに

発生しました食中毒の事例について説明をお願いいたします。 

 

生活衛生課長 

 それでは報告資料の 2-1から、2-12までに基づき、説明申し上げたいと思いま

す。実際には上半期ということまででございますが、その後も食中毒が続いてお

りますので、直近の食中毒まで含めた 15件について、報告をさせていただけれ

ばと思います。 

 まず、この報告資料 2-1を見ていただければと思います。今年１月から 10月

23日まで仙台市内で発生した食中毒でございますが、原因物質を見ますとノロウ

イルスによる食中毒が 6件と、カンピロバクターによる食中毒が 4件と全体の

60％を占めている状況で、先ほど食の情報館にもありましたとおり、ノロウイル

スとカンピロバクターによる食中毒が、1位 2位を仙台市内においても占めてい

るということでございます。 

 特にノロウイルスにつきましては 5件中 4件が、はっきりと書いていない部分

もございますが、生カキの関与が強く疑われておりますので、カキはできるだけ

加熱して食べることをこれからも推奨してまいりたいと思っております。特に今

年から宮城県のむき身カキが例年 3月 31日までだったのが、試行的に 5月 31日

までと延長されておりますので、先ほど申し上げました不顕性感染者対策等を含

めて、食品取扱者の健康管理には十分気をつけていくように、周知を進めていき

たいと思っております。 

 続きまして、この 2-1の 6番に、アニサキスによる食中毒、これは仙台市内で

初めて行政処分をした事案になります。アニサキスにつきましては報告資料 2-2

に掲載したところでございます。イカ、サバ、サンマ等に寄生する魚介類でござ

いまして、これを生で食べることによって、人の胃壁に侵入して、食中毒を起こ

す食中毒の原因物質でございます。近年、増えておりまして、実際にはノロウイ

ルスとカンピロバクターに次いで第３位の食中毒となっておりまして、年間 100

件を超えているような食中毒原因物質でございます。 

 なかなか対策が難しい中、非常に増えているということで、厚生労働省として

も、何らかの対策を講じなければいけないということで、報告資料 2-3のような

パンフレットをつくって、周知に努めているところでございます。 

 実際には生き物ですので、加熱もしくは長時間冷凍で死滅しますので、加熱冷

凍が最大の対策ではありますが、生を好む国民性がありますので、なかなかこれ

を予防していくのが難しい。あとはできるだけ目視で取り除くことや消費者とし

てはよく噛んで食べるということが１つの対策というところで、こういった情報

がなかなか市民には届いていないようなところもありますので、事業者や市民に

対して広く周知をしていくように努めてまいりたいと思っております。 

 報告資料 2-1の 7番でございます。6月にとんかつとその付け合わせで、ノロ

ウイルスの食中毒が起きたところでございます。ノロウイルスといいますと、冬

場の食中毒で生カキの関与が疑われるということでございますが、この日は確か
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30℃を超えるような天気の中で発生した食中毒でございまして、ノロウイルスは

最近ではもう年中発生する食中毒だともいわれておりまして、やはり手洗いの大

切さが重要であるということが、この事案からも浮かび上がりましたので、手洗

いの徹底を通年を通して、指導をしたり、啓発をしてまいりたいと思っておりま

す。 

 それから、報告資料 2-1の 8番に洗剤で食中毒という、大変珍しい食中毒が発

生したところでございます。こちらにつきましては、報告資料 2-5を見ていただ

ければと思いますが、化学物質による食中毒ということで、その事例を載せてい

るところでございます。 

フライヤーに食用油を入れる際に、誤って洗剤、液体洗剤も黄色いものでござ

いますので、間違って投入して、揚げパンをつくってしまい、それを食べたとこ

ろ、唇や舌が痺れたり、喉が痛くなったという事案でございました。 

いろいろ調べてみますと、間違って混入した方が経験の浅い従業員でございま

して、その黄色い液体を油と間違ったという、非常に単純な事故であり、社員教

育の徹底、こういう基本的なことが食の安全を揺るがしてしまっていると。年間

10件前後、国内で発生しているということで、仙台市内では恐らく初めてのケー

スの食中毒が発生したということでございます。 

 それから報告資料 2-1下に今年 5月に自宅で採取したイヌサフランを行者ニン

ニクと間違えて食べたことによる食中毒死亡事例が発生したと記載してござい

ます。これにつきましては報告資料 2-6を見ていただければと思いますが、宮城

県内で 28年ぶりに死者の出た食中毒でございます。自宅に植えてあったイヌサ

フランを山菜の行者ニンニクと間違って食べてしまったということでございま

して、高齢者の方だということでございます。 

実は全国的にも高齢者の方が庭先の植物を、例えばスイセン、スズランをノビ

ルと間違って食べているというケースが全国的に頻発しておりまして、国として

も高齢者への対策が必要だということで、報告資料 2-7にございますが、パンフ

レットをつくって、注意喚起を行ったところでございます。 

仙台市も今年 20年ぶりに、有毒植物による食中毒を防ぎましょうというパン

フレットを作成いたしまして、市民に積極的にこういった誤食による事故を防ぐ

よう進めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、報告資料 2-1の 11番にサンマのハンバーグ定食による食中毒と

いうことで、ヒスタミンによる食中毒を掲載しております。こちらにつきまして

は報告資料 2-8を見ていただければと思います。ヒスタミンの中毒というのは、

アミノ酸の一種のヒスチジンが微生物の作用でつくられる化学物質で、非常に耐

熱性が強く、一度つくられてしまうと、煮ても焼いても揚げても壊れないという

ことで、古い赤身や青身の魚は食べないように指導をしているところでございま

す。 

 報告資料 2-8に、市内のヒスタミンによる食中毒の発生事例を載せてございま

す。最近、市内で大変多く、26年に 2件、28年に 2件と。全国でも年に 20件ぐ

らいしか発生していないですが、市内で集中して発生しているということで、ど

うしても仙台は海に近いもので、新鮮な魚介類を使ってのこのようなつみれやハ

ンバーグ等が食べられればいいですが、時間の経過とともに古くなり、ヒスタミ

ンを産生してしまうと事故に結びつくというところで、事業者や市民に対して、

新鮮な食材を使って提供するように、指導し、このパンフレットを使って、再発

防止に努めていきたいと考えております。 

 続きまして、報告資料 2-1に戻っていただいて、カンピロバクターの食中毒が

4件ほど続けて発生しているということでございます。報告資料 2-9、2-10にそ

の関連資料をつけてございます。カンピロバクターの食中毒の特徴につきまして
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は、報告資料 2-9に載せているところでございますが、ほとんどの鶏肉とか豚肉

とかそういう肉に汚染している食中毒菌でございまして、鶏肉ですと 50％から

80％はもう汚染されている、そういう状況でございまして、国としてもノロウイ

ルス対策とともに、このカンピロバクター対策をどうするかというものが大きな

課題となっているところでございます。 

それで報告資料 2-10を見ていただければと思いますが、国としましても、カ

ンピロバクターを何とか防いでいきたいということで、今年度から低減策の有効

性実証事業を進めているところでございます。鶏を肉にするためにはどうしても

羽をむしらなければいけないので、いったん熱湯にどぶづけをしてむしった後に

この写真にあるとおり、冷却していきます。その際に冷却水が汚染されてしまう

ことで、鶏全体がカンピロバクターに汚染されてしまいます。ここに殺菌剤を使

うことによって、カンピロバクターを抑えられるのではないかというところで、

全国の鶏肉の産地の自治体で、今年度より実証事業が始まったところでございま

す。 

それから資料下段でございますが、鶏わさは生で食べる文化が一定程度根づい

ているので、なかなか鶏を生で食べるなと言っても、いたちごっこになるという

ことで、カンピロバクターは冷凍に非常に弱いといった研究結果がありますの

で、冷凍だったら大丈夫じゃないかと、そういった実証事業をいま進めていると

ころでございます。こういった対策が進めばカンピロバクターの中毒を劇的に抑

制できる可能性がありますので、その結果には大変期待をしたいところでござい

ます。 

それからツキヨタケ、14番でツキヨタケの中毒が 10月 13日にあったところで

ございます。こちらも報告資料 2-11につけてございますが、こちらの場合も高

齢の方が裏山に行って、キノコを採ってきて食べたところ、たまたまその中にツ

キヨタケが入っていて、中毒になってしまったということで、キノコによる中毒

は 10年ぶりでございます。見分け方が難しい中、どういう形で中毒を防いでい

くかというところで、私どもとしましても、毒キノコによる食中毒を防ぎましょ

うというパンフレットを仙台キノコ同好会との連携の下に共同でつくりまして、

再発を防止していければと思っております。 

最後となりますが、報告資料 2-12でございます。イベント等において発生し

た食中毒ということで、最初には一例としまして、泉区内で発生した芋煮会での

食中毒を掲載させていただきました。 

それから今年は、大きな食中毒が 2件ほど、肉フェスと称しまして、東京都内

と福岡でゴールデンウイークの時期に開催しましたところ、ほとんど生のよう

な、ハーブチキン、ささみ寿司、鶏のささみ寿司等を仮設の施設で提供してしま

ったと。仮設というのは給排水もないような状況ですので、手洗いもろくにでき

ないような状況の中で、多数の患者が発生したという事案です。 

あとは花火大会の冷やしキュウリ、これは 2年前、非常に大きな、ショッキン

グな食中毒で、冷やしキュウリという漬物で、よく手も洗わないで、ほとんど漬

けるというよりは、味つけをするような、そういった調味液につけるだけのキュ

ウリですが、これまで漬物ですと塩分濃度等で十分に制御できたところが、調味

液という制御できないもので、直接手で串を刺していたというために、O157とい

う非常に病原性の強い菌で、500名以上の方が食中毒症状を起こしたということ

で、イベントでの対策というのは食品の安全を確保するためには、極めて重要と

いうことで、来年度のイベントもそうでございますが、発生しないように努力し

てまいりたいと思います。以上でございます。 
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西川会長 

 ありがとうございます。詳細に仙台市内で発生した食中毒の事案についてご紹

介いただきましたが、委員の皆様から何かご質問等ございませんでしょうか。い

かがでしょう。 

ノロウイルス、アニサキス、カンピロバクター、ヒスタミン等について詳しく

ご紹介いただきましたが、いかがですか。よろしいでしょうか。本件につきまし

ては今年 15件の食中毒が発生しており、健康被害ということで、131名の患者が

発生しているということで、当然その原因施設については行政処分といいます

か、営業停止などが下されているわけですが、少し視点を変えて、市民の方が食

中毒に遭われているわけですので、そういった方への対応というのはどうなのか

というところを少し、食品業界にお詳しい岡崎委員から少しご紹介いただけると

ありがたいですが、いかがでしょうか、よろしいですか。 

 

岡崎委員 

 食品衛生協会の岡崎です。仙台市食品衛生協会は食品事業者の任意加入による

団体でございます。それで上部組織は日本食品衛生協会となってございます。主

な活動ですが、行政からの指導を受けながら、業界の自主衛生管理を、例えば食

品衛生指導員制度とか、あるいはその各種衛生講習会の開催とか、そういったこ

とで推進しているところです。 

 ただいま、ご指摘のございました食品事故による被害者救済に関しましてです

が、5年前に富山県を中心とするユッケによる O111・O157の食中毒がございまし

た。患者数が 181名、うち 5名が亡くなられたということで、これの賠償額が数

億円になったというところです。 

 この業者は一応保険には入っていたということですが、数億円の賠償額に対し

て、保険に入って出た額は 1億円にも満たなかったということで、大半の方が泣

き寝入り状態になったということでございます。 

それでそういう事態を受けまして、富山県が国に対して、こういった事故が起

こったときの、被害者救済制度を何とかしてくれないかという要望を続けていた

り、あと日本弁護士連合会も同様な指摘をしたりしているわけですが、自動車を

所有したときの自賠責保険みたいな形での強制加入までは、今のところいってい

ないところです。 

民間でも、我々の賠償共済制度の中でもいろいろありまして、今日パンフレッ

トをお配りさせていただいておりますが、この「あんしんフード君」というのが

幅広く、要するに食品事故だけでなくて、飲食店にいらしたお客さんが、店が原

因で起こした、例えば洋服を汚したところまで補償するような保険となってお

り、こういったものをぜひ推進というか、普及してくれということは、国からも

ひとつの動きとして、各自治体にも通知がなされているところでございます。 

この中に最後の 3枚目、横の表ですが、ここ近年の仙台市内における賠償事例

を出しております。食中毒の割合は決して多くないですが、行政の行政処分まで

至らないような事故も、こういった形で賠償する道はあるということで、今後も

普及に努めてまいりたいと考えてございます。以上です。 

 

西川会長 

 はい、ありがとうございます。こういった制度があるということも含めて、こ

れから営業者の方もこういうのには加入していくべきだろうということだと思

いますが、これによって、たまたま食中毒に遭われた方々への救済にもつながる

ということで、行政としてもこれを進めていく形と考えてよろしいでしょうか。

進めていく感じですね、わかりました。 

あと何か今の食中毒の案件を通じて何かご質問とかございませんでしょうか。 
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大友副会長 

 大友です。アニサキスのことですが、みやぎ生協でもやはりアニサキス対策で、

マイナス 20℃で 24時間以上冷凍したものを提供しています。でも買う方にとっ

て、消費者の方にとっては「え？なんで？」というような、解凍と書いて出して

いるので、「なんで解凍なの？」とよく言われるのですが、一応店舗にはアニサ

キス対策で、マイナス 20℃で 24時間以上冷凍したものを、解凍して出していま

すという表示はしております。 

 先ほど鶏のささみで、市民のニーズにこたえて、どうしても提供してしまうと

いうお話がありましたが、やはり市民に警鐘が必要だということで、何か行政の

ほうで方法というのはありますか。一応みやぎ生協では、店舗ではお知らせはし

ていますが、やはり多くの人に「やっぱり危険だ」ということを知っていただく

ことは大切だと思いますが、何か行政のほうで、警鐘をする方法はありますか。 

 

生活衛生課長 

 私ども市民向けの講習会もたくさんやってございまして、食の情報館の 18 ペ

ージ目をご覧いただければと思います。昨年度、これは事業者と市民分けており

ませんが、全市で 170 回、4,691 名の方に市民も含めて、講習会をやってござい

ます。市政出前講座ということでもやっておりまして、そういうご要望等ありま

したら、地域に行って食の安全について説明はしておりますので、そういった制

度や積極的な講習会等を通じて、アニサキスについて啓発は進めてまいりたいと

思います。 

 

西川会長 

 ありがとうございます。そのほか何かございませんでしょうか。いかがでしょ

う。今日ご紹介いただいた、食中毒の事例について、市民の方への講習会もそう

ですが、もう少し何かお知らせする機会があるといいなという気がしますので、

ホームページ等で公開はしているのでしょうけど、なかなかご覧いただけるまで

に至っていないのかなという気もします。話を聞きますと、非常に興味深いと言

ったら失礼ですが、気をつけるところは、非常にわかりやすいですので、是非も

う少し注視するような形が取れるようにお願いしたいと思います。 

その他ございませんでしょうか、よろしいでしょうか。 

 

西川会長 

【（３）販売が禁止されているヒガンフグの精巣（白子）の流通について】 

それでは引き続きまして（３）で販売が禁止されておりますヒガンフグの精巣

の流通についてということで報告をお願いいたします。 

 

生活衛生課長 

 それでは報告資料 3をお開き頂ければと思います。本年 5月に仙台市中央卸売

市場で販売が禁止されているヒガンフグの精巣、通称白子と呼んでおりますが、

これが流通して、一部消費者が摂取してしまったという、食の信頼を揺るがす事

案が発生したので報告したいと思います。 

 本市の中央卸売市場、若林区の卸町にありますが、仙台市民の台所ともいわれ

ている一大流通拠点でございまして、毎日 24時間、世界中から大量の食品が流

通しているところでございます。そのため、中央卸売市場に食品監視センターと

いう組織を設置して、毎日場内監視をして、水際での食の安全確保に努めている

ところでございます。 

 本事案につきましては、その監視指導の際に本市の職員が、本来流通が禁止さ

れている、写真に載っているようなヒガンフグ白子を見つけましたので、直ちに

販売の停止を指示して、出荷元である秋田県に情報を提供し、秋田県では速やか

に回収命令を発出して、できるだけ回収に努めたというところでございます。 

 幸い、健康被害までは発生しなかったところでございますが、結構な量が流通

しておりまして、この発見がなければ大きな事件につながりかねなかったという
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ところでございます。 

 今回の事案でございますが、出荷した秋田県の加工業者が、ヒガンフグの白子

が流通禁止になっているということを全く知らなかったと。それから中央卸売市

場内の卸業者、仲卸業者、買い付け人、そして実際に利用した飲食店、魚の魚介

類販売店、全部をスルーして流通してしまったということで、大変残念なことで

すが、食の安全のプロである食品事業者のチェック機能が機能していなかったと

いうことでございました。 

 秋田県の調査によれば、地球温暖化の影響で秋田にまでフグが揚がるようにな

ってきて、それで網元でもある加工業者が「せっかく捕まえたんだから、市場に

流してみよう」ということで、初出荷が仙台市の中央卸売市場だったということ

は、幸いだったのかなというところでございます。再発防止のため、朝市などの

流通拠点の監視指導や講習会、それから注意喚起等を進めたところでございま

す。以上でございます。 

 

西川会長 

 ありがとうございます。皆さんから何かご意見ございますでしょうか。これは

仙台市の卸売市場ということで、委員の中では鈴木委員が関係する可能性ありま

すが、いかがですか、ご意見あればぜひ。 

 

鈴木委員 

 改めまして、仙台市中央卸売市場で販売されていましたフグの白子の件につき

ましては、多くの皆さんにご指導いただいたことに非常に感謝しており、ありが

とうございます。また、仙台市並びに食品監視センターの皆様から、日ごろから

ご指導いただいていることに、改めて感謝申し上げたいと思っております。今後

も引き続き市場全体で、仙台市食品監視センターのご指導を賜りながら、市民の

皆様に安心安全な生鮮食品を供給してまいりたいと思っています。以上でござい

ます。 

 

西川会長 

実際に例えば仙都魚類さんであったり、仙台水産であったり、今正規職員の方

も少なくなって、アルバイトの方も増えてきているような状況があるのかもしれ

ないですが、社内教育というか、そのようなものは、やはり全体的に回数が減っ

ているのですか。 

 

鈴木委員 

先ほども仙台市のほうからお話いただきましたが、毎年開催されます衛生講習

会等に毎回参加しておりまして、そこでそういう説明とか、現況報告等いただき

ながら、社内で研修会等を切らすことな、実施しております。あとは内部につい

ては、食品監視センターさんにはもちろん日々お世話になっておりますが、当会

社でも専門の機会を設けて、日々努めているところでございます。 

 

西川会長 

 わかりました。引き続きよろしくお願いいたします。皆さんから何かご意見よ

ろしいですか。それでは報告事項 3は、これで終了ということで。 

 

西川会長 

【（４）食用にと畜される健康牛の BSEスクリーニング検査について】 

（４）で食用にと畜される健康牛の BSEスクリーニング検査についてということ

で、報告をお願いいたします。 

 

食肉衛生検査

所長 

食肉衛生検査所でございます。現在、国で検討が進められている BSE対策の見

直しについて、その概要を本日はご説明をしたいと思います。 

資料の一番最初のグラフでございますが、世界における BSE発生頭数の推移で

ございます。BSEは感染牛を肉骨粉としてでき上がったえさを食べて起こるとい
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うことがわかっておりまして、各国ではその使用を規制しました。そういったえ

さの規制が効果を現わしまして、グラフで示しているとおり、着実に減少に向か

っているという状況でございます。 

次のページでございます。これは我が国における BSE検査頭数及び発生頭数の

推移の表でございますが、我が国で最初に確認されましたのが、平成の 13年で

ございました。それ以降、平成 20年度までに 36頭の陽性を見たところでござい

ます。 

その後、平成 21年度から現在までは発生がございません。この間でございま

すが、600万頭の検査をしておりまして、すべて陰性となってございます。これ

につきましても、肉骨粉などのえさの規制が効果を現わした結果といえるとされ

ております。また本市におきましても、これまで 30万頭の検査を行っており、

すべて陰性でございまして、陽性になったものはございません。 

その次のところでございますが、食品健康影響評価（２）というところでござ

います。食品安全委員会が健康影響評価を取りまとめまして、食品の安全対策を

行う厚生労働省あてに通知をしております。この健康影響評価の内容でございま

すが、現在と畜場において実施されております食用にと畜される 48か月齢超の

健康牛の BSE検査について、現行基準を継続した場合と、廃止した場合のリスク

の差は非常に小さく、人への健康影響は無視できるというような評価がされたと

ころでございます。 

また健康影響評価と関連いたしまして、3項目が示されております。BSE対策

でもっとも重要となります飼料、えさですね。えさの規制の実効性が維持されて

いることを確認できるよう、高リスク牛を対象とした BSE検査により、BSEの発

生状況を引き続き確認することが必要であること。 

もうひとつは、すべてのと畜される牛に対する、と畜前の生体検査の適切な実

施として、生体検査において 24か月齢以上の牛のうち、運動障害、知覚障害、

反射異常、または意識障害などの神経症状が疑われたもの及び全身症状を呈する

ものを対象として、BSE検査が行われる必要があること。 

もうひとつは、今後特に非定型 BSEに関わる最新の知見について引き続き収集

する必要があるとされたところでございます。これらの対応につきましては、実

際安全対策を担当しております厚生労働省におきまして、具体的な実施内容を現

在検討している段階でございます。 

 次にスケジュールを載せてございますが、これまでが黒丸のところでございま

して、27年 12月に厚生労働省が食品安全委員会へ健康影響を諮問いたしまして、

8月 30日に食品安全委員会から厚生労働省に対しまして、今ご説明申し上げた評

価書が通知されたところでございます。 

 その後のスケジュールでございますが、厚生労働省におきまして、国の審議会

の 1 つのカテゴリーになりますが、11 月 15 日に伝達性海綿状脳症対策部会が開

催されておりまして、その中で具体的に検討が開始されたところでございます。

その後につきましては、その部会で検討された中味について、リスクコミュニケ

ーションとパブリックコメントを国民に求めまして、今年度中に国の審議会、関

係する審議会へ報告がなされるという予定となってございます。ご報告は以上で

ございます。 

 

 

西川会長 

 ありがとうございます。ただいま健康牛の BSEの対策ということで、検査につ

いての報告がありましたが、皆さんから何かご意見ございますでしょうか。いか

がでしょう。 

BSEというのはかなり減っているということもありますので、そのあたりで見
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直しがかかっているということですが、もしお子さんへの影響とか、そういうこ

とが心配されているところであれば、針生委員さんとか何かご意見あれば、いか

がですか、そのあたりはよろしいですか。 

 

針生委員 

針生です。この BSE に関しては、だいぶ前、平成 13 年ということで頭数は出

てはいましたが、結局もうほとんど頭数が 0ということで、話題にも、もう出て

いないような形なので、今のところはそういった面では心配はありません。 

 

西川会長 
ありがとうございます。それではほかにご意見ありませんでしょうか。 

 

西川会長 

【（５）平成 28年度地域連携 HACCP実証事業について】 

最後になりますが、（５）で、平成 28年度地域連携 HACCPの実証事業について

の報告をお願いいたします。 

 

生活衛生課長 

 それでは報告資料 5をご参照いただければと思います。先ほど議題（２）の平

成 29 年度食品衛生監視指導計画案でも一部報告したところでございますが、

HACCP の義務化に向けて、国が HACCP の導入支援を図ることを目的に、昨年度か

ら開始した事業でございます。 

 昨年度は国では参加自治体を絞り込んだところでございますが、今年度は 2月

に公募があり、仙台市としても仙台 HACCPの部分もございましたもので、是非と

も応募して、そのノウハウを学んでいきたいと思ったところでございます。 

 それで国の HACCPの取り組みでございますが、いろいろと揺れ動いているよう

なところがございまして、HACCPの普及を進めるため、ガイドラインを平成 26年

度に作り、各自治体に条例化を求め、１つの食品や１つのラインでも HACCPを導

入して、普及を進めるようにと。そういったスキームがりますが、では現実的に

その HACCPが１つのラインとか食品だけでできるのか、既存の仙台 HACCPとの関

係はどうするのか、というところで、この協議会でも随分とご意見を頂いてきた

ところでございます。 

 全国的に見ても、この条例 HACCPを適用した施設は実質ないような状況でござ

いまして、それで義務化というところで、具体的に国はどういったことを進めて

いくのかというところを知るためには、実証事業ということで、リアルに国の動

きを学べるのではないかということで、先ほど申しましたが、高砂給食センター

にご協力をいただきまして、2 月に国に申し込み、9 月からスタートしたばかり

でございます。 

 毎月 1回、来年の 2月まで公益社団法人日本食品衛生協会の専門コンサルタン

トの方とともに、現地に入って、その後にさまざまな意見交換をして、来たるべ

き HACCPの義務化に向けた、さまざまな課題や事業者への指導方法や支援方法を

学び、速やかに新制度に移行できるようにスキルアップのいい機会になるのでは

ないかということで、この実証事業に参加したということでございます。 

 まだ、これまで 2回ほどしか参加していないもので、今どうこうということは

言えませんが、国内でも最高レベルのコンサルタントと一緒に学べるということ

で、職員の意識も大変向上しておりまして、これで学んだことは必ず市にとって

も有益になっていくのではないかと思っているところでございます。以上でござ

います。 

西川会長 

 ありがとうございます。ただいま HACCPの導入実証事業ということでご紹介い

ただきましたが、委員の皆様から何かご意見ございますでしょうか。 
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赤坂委員 

非常に有意義なことだと思いますが、いろいろな知見が得られるということで

すが、こういうものを仙台 HACCPに反映することはお考えでしょうか。 

 

生活衛生課長 

 ありがとうございます。既存の仙台 HACCP が平成 13 年に国が導入したいわゆ

るマル総（注：総合衛生管理製造過程）は 6食品に対してしか適用していなかっ

たということで、広く HACCPの考え方を広めようということで、仙台 HACCPとい

う事業化を進めてきたところでございます。 

 先ほど参考資料でも提示しました、いま HACCPの見直すための検討会を進めて

おりまして、その中でも HACCPを 2つに分けて、厳格なマル総のような HACCPと、

あと一般的な飲食店等にも背伸びしなくても、新たな設備投資をしなくても導入

できるソフト面の部分の HACCPのこの 2つでどうやらまとまりそうな話になって

いるところでございます。 

それで仙台 HACCPという制度が、施設の部分のマル総の一部の部分と、ソフト

の部分と両方ございますので、それのすみ分けなり、一緒にしていくなり、そう

いったところは今後もう少し時間をかけて検討していかなければならないと思

っています。この検討会の結果が出たからすぐということではないですが、指定

都市にも同じような地域 HACCPを導入している自治体もございますので、そうい

った情報交換等も踏まえて、仙台 HACCPもこれまで実績としては十分な実績があ

ったかと思いますので、国が義務化したから、すぐにでも見直しをというところ

までは、まだ性急な段階なのかと、今のところ認識は持っているところでござい

ます。 

以上でございます。 

 

西川会長 
 そのほか何かご意見ございませんでしょうか。 

 

髙荷委員 

 先ほどの食の安全サポーター会議でも、飲食店用の軽微な HACCP、仙台 HACCP

はぜひ進めてもらいたいという意見はこの 3年間ずっと出ていましたので、是非

そちらを進めていただければと思います。 

 

生活衛生課長 

さまざまなご意見あるかと思います。今後まだ時間はあるかと思いますので、

検討させていただければと思います。 

 

西川会長 

国の施策としてはその方向に今進みつつあるということで、将来東京オリンピ

ック睨んで義務化されるかということになっておりますが、HACCP のやり方とし

ては厳しいのとゆるいのという形で、ゆるいという言い方は悪いですが、一般の

方もちゃんと参加できるような形になりつつあるということでよろしいですよ

ね。はい。 

また情報が入りましたら、是非とも教えていただきますよう、よろしくお願い

いたします。そのほか何かご意見ございませんでしょうか。 

 

生活衛生課長 

ご紹介が遅れましたが、お手元にウェットティッシュをお配りしております。

髙荷委員もご参加されております食の安全サポーター会議という、仙台市の市民

に対して毎年 30 名ほど公募をして、意見交換や正しい知識を学んでいただく場

として進めている会議でございますが、そちらのサポーターでこのデザインを企

画して、さまざまなイベント等でこのウェットティッシュを配り、あと今年は、

同じマークでございますが、ビブスも作りました。実は６月に食肉祭りという、

イベントがありましたが、これを市民と行政の職員が着て、手洗いをしっかりや

ってほしいということで、髙荷委員にも一日、大変暑い中、啓発に努めていただ
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きまして、市民協働で食中毒防止にこれからも努めてまいりたいと思います。以

上でございます。 

 

西川会長 

ありがとうございます。それでは報告事項はこれで終わりです。議題等すべて

終わりましたが、何か全体通じてご質問等言い残したことありましたら、是非ご

意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

それでは無いようですので、すべて終了しましたので、進行を事務局にお返し

いたします。 

 

司会 

 本日は長時間にわたり、ご討議いただき、誠にありがとうございました。それ

ではこれを持ちまして第 27回仙台市食品安全対策協議会を終了いたします。   

なお、次回ですが、平成 29年 2月 14日火曜日の開催を予定してございます。

ご案内は改めて文書にてお届けいたします。 

また、ひとつお知らせがございます。年明け 1 月 17 日火曜日になりますが、

市民向けのリスクコミュニケーションとして、食品の安全性に関する講演会を開

催する予定としております。講師に国立医薬品食品衛生研究所より畝山智香子部

長をお招きいたしまして、「安全な食品って何だろう」という演題でご講演いた

だく予定としております。委員の皆様には改めてこちらにつきましてもご案内申

し上げます。 

以上でございます。本日はどうもありがとうございました。 

─了─ 

 

 


